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天文學界最近の研究　割木俊馬編）

太陽黒海の磁性
　井ルソン山のHaleは太陽黒灘の磁性に關して藪下來徹底的な研究をして居

るが，其の性質ys　W’化の法則に就いて1919年に最初の論文をAstrophysical　Jo－

urnalに登表し，更に1924年のNature誌上にもつε多くの観測に依る結果を

嚢表した。最近，彼はNicholsonε共に其の詳しい研究を號表して居る。（As－

trophysicalエourn副1925年11月）。

　彼等は1908年から1925年の間に井ルソン山の150訳の塔望遠鏡の75駅

分光器の第二次スペクトルによって，ゼーマンの三重線λ　6173の観測によって

約2200個の黒群群に就いて研究しf。此の研究は太陽黒鮎研究に關して實に

重大な事實を提供するものであるから，以下此の論文の大要を紹介する。

　観測の方法を大略述べるS，井ルソン山の150沢の塔望萱門は，塔の

底に垂直に据ゑつけた75沢焦貼距離の分光器のスリットの上に直径16．5吋の

太陽の像を結ぶ。所で鐵のWt　〉・　6173．553は，此れによって日々太陽黒1・占の磁性

を観測するのであるが，此の線は磁場内に於ては三重線εなるのであるQ故に

此の線に依って黒貼の磁性を決定するには，其の赤の方にある線Rε紫の方に

あるV線のいつれが，四分の一波長板を通すかを，分光器のスリットの所に取

りつけft二」ルのプリズムによって決定すればわかる。叉黒黒占の磁場の強さは

R及Vコムボーネントの間の距離をマイクロメーターで讃み取る事によって得

られる。此の磁揚の強さは100ガウスを軍位ミし，例へばV17ミあれば黒貼の

磁性は南極自P陰極で其の磁場の強さは大略1700ガウスε言ふ事を示す。かくの

如き観測を太陽黒鮎群の各部分について検査され，塔望遠鏡の焦馳の所におか

れた紙の上に鉛筆で描窮し，かくの如くして1908年から1925年の間に約2200黒

黙群に及んで居る。

黒鮎の磁性的分類　磁性から見て太陽黒鮎群は三種類に分つ事が出回る。

2pち軍極的（unipolar）二極的（bipolar）及複雑（complex）肥れである。

　箪二黒貼群は輩猫黒貼叉は磁性を同じくする黒貼の群であるが之れは更に其

の黒織周園のフロツキユリの分布から見て三種に別つ事が出來る。第一・は黒鮎

に先行するフロツキユリε随行するフロツキユリεの分布が大膿封構的になっ

て居るもので（のS言ふ記號を用ひ，第二は黒貼が長くなつナこフロツキユリを

從へて居るもので，之れを（αp）ε名づける。第三は黒黒占に先行して長くなつ

ナこフロツキユリを有するもので（atf）S名付けて置く。

　十三的黒瓢群は，最も簡輩な形では，磁極を異にする二つの黒鮎からなり其
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／　爾黒鮎を結ぶ直線は普通太陽の赤道に並行な直線に封して極く小さな角度をな

　すσ然し一般には拳闘中黒黙は澤山な黒鮎の流れから出來て居て，その流れは

　先行する部分S随行する部分εで異なった磁性を有するが常である。而も此の

　磁極のかわり目は黒貼流の中心部であるが普通ではあるが，然し一般には必

　すしも中央だミは限らない。蔓極的黒灘群は其各部分の磁性の分布や黒鮎面積、

　によって四つに分類される。第一は先行するものε随行するものミで，輩猫黒

　鮎からなる場合及多くの黒一流からなる場合を問はす，大饅等しい面積になつ

　て居る場合で，此れを（β）ε名付けて置く。：第二の場合は先行する部分が黒黒占

　群の大部分を成す場合で（βp）S名づける。第三は随行するものが黒貼群の主

　部分をなすもので（βf）ε名づける。第四εしては，隻極闇黒鮎群は作って居る

　けれさも爾積の磁性の別れ目の線が明らかでないもので，之れを（βY）S名づけ

　る。

　　複雑三下群は，磁極の分布が非常に複雑であって，墜極一重抜群εして分類

　する事が出來ないやうなものを言ふ。此の復雑黒貼群は数に於ては少ないけれ

　曹も，然し非常に大きな，最も活躍的な黒馳群は此の種に含まれて居る。この

　種の黒鮎には（V）S言ふ記號をつける事になって居る。尚此の論文には，此れ

　等色々の型について特種の例を引いて，其の攣化や歴史を述べてある。

　　2174個の太陽黒雨占群の分類：一かくの如くして，井ルソン山では1915年

　から1925年迄の2174個の黒野卑の磁性を詳細に楡：摩したが，其の統計的結果

　は第一表の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　第　　　一　　　表
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其他，注意すべき面白き事實は，黒鮎群は其の生つる時は墜極黒鮎群である

ものが多数であるSの事である。

黒瓢磁極に治する法則：一拐て太陽黒鮎活動は約十一年の週期をもつて
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盛衰するのであるが，此の黒馳磁性の観測の期間に於ては，1913年頃及1923年

頃に黒貼の極少期自口ち黒馳活動の脂汁期がある。今1913年一月迄を第一期ミ

し，1913年一月から1924年一月までを第二期εし，其後の活動に属する黒鮎を

第三期塩鮎εする。然して，此の太陽黒黒占の活動ε關蓮して，黒鮎磁性の法則

が如何に行はれるか。前に注意しナこやうに三極上貼群が大多数を占めて居るの

で，此の種の黒馳群に就いて研究する。筒ほ，フロツキユリを随行せしむる下

鮎（αp）は不完金なる蔓極黒瓢群の先行黒鮎こ考へ，フロツキユリを先行せし

むる黒歯群（αf）は，不完全なる讐極黒鮎の随行黒貼εして，共に讐極黒馳群

の中に編入する。

　第二表，第三表及第四表は，夫々第一期，第二期及第三期に於ける，讐極黒

工部の磁極を示す表であるが，表中pは先行の意，fは随行の意でVpεある

のは先行黒貼が南極磁性（陰極）である事を示し，Rfミあれば，随行黒鮎が北極

磁性である事を示す。其他ε岡三である。
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第　　　四　　　表　　（第三期）
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　以上第一，第二第三表によって，太陽黒貼の磁性の法則は容易に結論する事

が出亙る。而も此の法則にあてはまらない除外例は1735黒黙群中僅かに41個

に過ぎない。部ち。

　太陽の黒鮎活動は11年孚の週期で繰り返すが，黒黒占活動の極少期を過ぎるS
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蓮になって居る。更に北孕球・ε南黒球ミでは，此の磁極の關係は逆になって居

る。例へば，早る活動週期に屡する北牟球の隻極黒貼の先行するものが南極で

あるεするならば，其の随行するものは北極磁性であり，南4≧球では，先行す

るものは北極磁性であり，其の随行するものは南極磁性を有する。所が此の塗

筆の週期が嚢滅して，次期の活動にムるに及んで，帥ち再び高緯度の場所から

ボツボツS質量が出來だして來れば，磁性の關係は更に韓撤する。帥ち北孚球

の並進黒馳の先行すうものは北極磁性で，随行するものは，南極磁性を有し，

南牟球では：先行するものが南極磁性で，随行するものが北極磁性を有する。か

くの如くして週期週期に其の磁性を韓延して行くのである。此れEPち黒革磁性

の法則である。此の關係を圖示すれば，第一圖のやうになる。

　太陽の黒貼活動の週期は十一年孚であるが，黒鮎磁性の見地から見れば，太

陽活動の完全な週期は，十“年牛の二倍の二十三年である。

星の数ご分布

　星の糸鶴敦に出する最近井ルソン山から護表されナこ事はすでに昨年の天界紙上

に紹介されて居る（天界第56號）。最近其の研究の詳細な報告が襲表されたので

藪にその大要を述べる事にする（Astrophysic誠Joumal　1925年十二月）。

　それは，F．　H．　Seares，　P．　J．　Van　．Rhijn，　M．　C，　Joyner及M．　L．　Richmond

の名によって登表されナこ　‘‘Mean　distribution　of　stars　according　to　apParent

magnitude　and　galactic　lahtudes”ε言ふ論文である。

　彼等は井ルソン山のCatalogue　of　Selected　Areas（13．5等から18．5等黙の星

を含む）Astrographic　Catalogueの33　Zones（9．0等星から13．5等星まで）及

Groningenでの研究（4．0等星から9．0等まで）から星の敷及び分布を研究して，

その法則を押籏ぴて21．O－ge星まで及んで居る。其の結果は第一表及第二表に示

す通りである。里中の撒字はlog　Nmを示す。　Nmはm等よりも大なる星の

一議方度毎の数である。光度は爲眞光度であり，緯度は銀河緯度である。筒ほ

参考の爲めに書けば銀河の極は，赤経12h　41m20s，赤緯＋27q　21’（1875）で

ある。

　星の総藪ざ銀河面への集中一以上の結果から計算するS，爲眞光度

で二十一等までの星σ）縮数は八億九千萬εなり，視光度で二十等までの星の総

撒は十億Sなる。

次に第一表及第二表から計算するこ星の光が弱くなるにしナこがって其の等級

までの星の数の塘六一郎ちdNm／dmは光度が12等或は13等以上21等ま
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第一表 星の準均分布（銀河緯度1：UStる）
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第．一表（績）星の回虫分布（銀河緯度に溢する）
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第 二 表
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では，mの二次式のexponentialに依って表はされる。帥

　　　　lobcr　（一Slit：lgM　）　＝　a　＋　bm　＋　cmL’

藪にa，b，　cは常撒で，其の償は次の表に依って與えられる。
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　此の塘加の法則が2工等よりも光の弱い星の場合にもあてはまるものε假定す

れば，吾々は銀河系に於ける星の総数を知る事が二二る♂かくして計算すれば

銀河系の星の総数は三百億εなる。此のうち950％は銀河緯度200南北の爾

面内にある。叉銀河緯度0。の場所の星の撒ε銀河緯度90．の；場所の数の比一

一一一一 dN　Galactic　concentration一一は700よりも大εなる。然し此れ等の銀河系全

燈の星の撒に關する研究は，等級による星の増加の割合の法則假定に基いて居

るので不確實である○

　野際の1観測の丁丁鄭ちm＝4．0からm＝21．0までの間では　Galactic　Con－

centrationは3．4から24．4に層罪する。帥ち次の表の如し

第 四 表（oo及90。に於けろNmの比
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　星の光の総量一以上星の全撒を與へtcが，然らば此光のすべての星の

光は合計するεされ位になるか。今わかりやすくする望めにこれ等すべての星

の光の和に等しい光を入りに一等星で置きかえたミするε，次の如き結果にな

る。

　　　　　　　　眼底光＝1092個の1．0等星（眼覗光度）

　　　　　　　　爲眞光一　577個の1．0等星（長島光度）
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蓬かなる星辰系

　井ルソン山のE．Hubbleは最近非常に遠い距離に丁度吾々の銀河系ε同じや

うな星辰系があるのを高見した。これは二三ケ月前の新聞の海外電報か何かに

紹介せられた事があるやうに思ふ。今その内容の概略を紹介しやう。　（Astro

physical　Journal　1925年十二月）。（本誌の口話窟眞参照。）

　N．GドC．6822：一　師ち之れである。此れは赤経19h　40．7m，赤緯d5・

（1925）なる位置にある星及星雲を含む不規則三二で，その銀河緯度は一一200，

大きさは長径20分短径10分，マゼラン雲に似てみる。而も此の混晶を詳細に

しらべて見るミ，多くの特質に於て愈々マゼラン雲に似て居るのである。而し

て，その中にあるセブエイド攣光星の週期ε眞光度の關係や，星雲内に含まれ

て居る最も光の強い星の眞光度や，二二の星孔内の光強き星の分布数な曹から

研究して見るεN．G．．　C．6822は，吾が銀河系外に在るものε考へられる。

　攣光星：一　此の心証内には15個の攣光星があるが其のうち11個はセフ

エイド愛光星である。此の星六二に於ける爲眞光度の艦系は　その近所のニケ

所の面積内に於けるそれS比較して定められたが，此れによって此れ等セフ

エイド攣光星の週期，光度曲線及光度が決定せられナこ。郎ち週期は12日から

64日迄のものであり，極大光度は1フ．45等から19．05等のものである。週期ε

光度の飯詰は顯著なものがあり，此れをShapleyの光度週期曲線ミ比較する

ミ，N．　G．　C．6822の距離は214．000　parsecs（帥ち，約七十萬光年）εなる。

卸ち見かけの光度ミ眞光度の差が21。65等εなるから．である。

　星雲：一N．G．　C．6822内には五個の不規則星雲（diffuse　nebula）が含
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
まれて居る。そのうちの光の張い四個は吾々の銀河系にある不規則星雲のスペ

クトルε同じやうな輝線スペクトルを出す。叉最も光の強い星雲に就いて二線

二度をはかるミ毎秒十25粁εなる。但し太陽の蓮動による補正は加へてない

此れ等のdiffuse　nebulacのzF均の直径は約40　parsecsで，吾が銀河系内の最

も大きな星雲の直径ε同じ程度のものである。

　星の藪：一丁の星團に屡する星の見掛U・の光度の分布藪は194等まで決

定された。16．4等は眞光度の一225等に相等する。此の星雨に、屡する最も光の

強い星の眞光度は一5．8等である。拐て叉，此の濡鼠の山鼠の色視撒は十1．35

であるが，此れによって此の二二内の眞覗度の分布を見る電，太陽附近の眞覗

度の分布ミ非常によぐ似寄って居る。

　光度及室間密度：一此の星團の中央部の表面光度は短李方秒に就き約

22。1寓眞光度であるが，此れによれば中心部の全眞光度は一12，0等，全腿では

一12．7等になる。室間密度は中心部で立方parsec毎に約6．1眞光度，全髄で
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は＆8眞光度Sなる。

　マゼラン雲芒の比絞1一

較すれば下記の表の如くなる。

最後にN．G．　C．6822を大小マゼラン雲ミ比

MageIぬnic　CI・uds

N．G．　C　6822

Large Slna11

覗直経
全　　膿……… 7ρ2×7ρ2 3。。6×3。．6 2σ×107

申心核…一・・ 30．6×1．。2 1。。8×0。．9 8’X　3’

見掛けの光度

全　　髄……… 12 2．0 9．0

中心核…・・…・ 1．9 2．7 9．7

表面光度

中心核・……・・ 21．0 21．0 22ユ

距．　離　　（Parsec） 34500 31600 214000

大きさ
全　　腔（ParSec） 4300 2000 1250×625

中心核（ParSec） 2150×715 11GO×500 500×190

艦　　積（Parsec立方）

全　　彊…一・・ 42×1010 4．2×109 3B×10s

中心核……… 9。2×10S 2．3×108 1．7×107

眞光度
全　　鰹……… ＿165 ＿15．5 一工2．7

中心核・…・一 ＿15．8 ＿14B ＿12の

挙均密度　　（翼光度）

全　　禮……… 10．0 8．5 8．8

中心核・……・・ 6．6 6．1 6．1

之れを要するにN．G．　C．6822は大きさに於て幾分取さく，叉距離に於て遙か

に大ではあるが，マゼラン星雲ε全く同じやうな星辰系である事は疑ふ鯨地は

ない。

　　　　　　　　　　Cepheus～購いふ言葉に就いて

　星座の名．Cepheusなケフェウス亡讃む人があり，叉セフェウス電讃む人もある。
　語原存探って見るミ，此の言葉匡古代ギ）」シや語であって確かにケオ讃み始めすこ筈の

　ものであっナこ。しかし此の語がラテン語ε攣ってから一般にセ定獲音すろやうにな

　り・其れ以來今日も鰍米の人々に皆割れなセ亡獲些してるる。況んmp，語尾の一us（t

　ラテン語濁特の男性語尾である．から，是非セフェウスε讃めば讃むべきものである◎

全世界の人々に蓮序して・古代ギ））シや式にケフェエウス亡嚢音するこ釧工・只一種

　の衝ひの外に何の役にも立ナこない。


